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MANNA マナ	 	 	 2014年２月９日 123号 
【先週のメッセージより】ヨハネ１５：１~７ 
	 	 	 「キリストのいのちにあふれた教会をめざして」	 

ヨハネ 14~16章の「告別説教」においてイエス様は繰り返し同じメッ
セージを語られました。主要なポイントを「祈り」にまとめましたので

デボーションに生かして、実践に移していきましょう。 
●私は実を結ぶ存在：父なる神さま、私をイエス様の尊い血潮で洗い、

罪の中から救ってくださり感謝します。救われた私はぶどうの木である

イエスさまに接がれた枝となりました。あなたに栄光を帰すために多く

の実を結ぶことができますよう、どうぞお導きください。いつの日か、

あなたの喜びを共に喜ぶことができますように。 
●キリストの愛にとどまる：父なる神さま、私は多くの実を結ぶために、

今日、もう一度、イエス様の愛にしっかりととどまり、イエス様を心か

ら愛する決心をいたします。様々な世の誘惑や、あなたから目を離れさ

すものから私をお守りください。 
●キリストの戒めを守る：父なる神さま、私はイエス様を愛します。イ

エス様が一番喜ばれることは、私がイエス様の戒めを守ることですから

その戒めを心に刻みます。 
●戒めとは互いに愛し合うこと：父なる神さま、イエス様の戒めとは、

私たちクリスチャンが互いに愛し合うことです。愛は最初に寛容、次に

親切です。私は赦しに生き、私自身を愛するように隣人を愛します。さ

らにイエス様が私を愛してくださったように愛します。 
●なんでも求める：父なる神さま、私たちが互いに愛し合うためなら、

イエス様のお名前によって「どんなもの」でも求めてよいことを心から

感謝します。隣人を愛するために私には愛が足りません。どうぞ必要な

愛を私に満たしてください。ますます熱心に求める者にしてください。 
●キリストの弟子としての証し：父なる神さま、私たちを聖霊様で満た

し、私たちの教会を愛の共同体としてどうぞ建て上げてください。私た

ちが互いに愛し合い、仕え合っている姿を見て、友人、知人たちがイエ

ス様の弟子であることを知りますように。そしてこのことによって宣教

が進み、御国が広がりますように！主イエスにあって、アーメン。 

【デボーションの確立は信仰の成長に欠かせません】	 

●英語のDEVOTIONという言葉は「献身」という意味ですが、教会で
は一般に朝晩、神さまの御前で過ごす時間のことを指して使っています。

デボーションは、神さまとの挨拶であり、神さまの語りかけに対する静

聴であり、一日の作戦会議、作業確認であり、さらに武具をしっかりと

身につける時であり、忠誠の誓いです。どんなに忙しいスケジュールの

中にあっても、会社の社長とのミーティングが朝にあったら、他の全て

に優先させるのではないでしょうか。神さまは社長、首相、大統領以上

のお方です！ それゆえ…神さまこそ私の持てる最善をお捧げすべき方
であることをいつも心にとめてデボーションに臨みましょう。 
●さて、デボーションにおいてのいくつか具体的な提案です。次の四

つを骨組みにしてみたらよいでしょう。1)静まる/主への挨拶から始め、
聖霊の導きを求めましょう。2)賛美/実際に歌うのもいいですし、詩篇
を声に出して読むのもいいでしょう。3)聖書日課/通読箇所を読む、デ
ボーションガイドを使う、等いろいろ方法はあります。ノートをつける

ことはお勧めです。4) 祈り/最後に与えられた御言葉を感謝し、実践
のための祈り、武具を身につける祈りをし、心にある人たちのためにも

執り成しましょう。★ 継続のコツ：前の晩早く寝ることです！ 

【今週の英語】	 Popular Acronyms （覚えると役に立つ頭文語） 

A-C-T-S = Adoration, Confession (Contrition), Thanks, Supplication     
  礼拝、告白／悔改め、感謝、とりなし	 ※これらは祈りの四つの要素です。	 
B-I-B-L-E = Basic Instructions Before Leaving Earth 
  地球を去る前の基本的な指示書	 ※人間の死の問題の解決は聖書にある！	 
B-U-S-Y = Being Under Satan’s Yoke サタンのくびきの元にある 
  ※忙しさはまさに人を神から引き離すためにサタンが仕掛ける罠です！	 
D-O-G = Depend On God 神に信頼せよ！	 ※犬の忠誠から学べます。 
E-G-R = Extra Grace Required 恵みが余分に必要な人	 ※身近な人が最近	 
	 	 	 亡くなった人、心の傷が深い人などには特別な配慮が必要という意味	 

J-O-Y = Jesus first, Others second, You last 第一にイエス、第二に他者、 
最後にあなた	 ※優先順位がこのような人はいつも喜びに溢れるでしょう。	 

W-W-J-D = What Would Jesus Do? イエス様ならどうする？	 ※御馴染。 
I-H-S = Iesus Hominum Salvator “Jesus, Savior of men”	 
	 	 失礼！これは英語ではなくラテン語です。意味は「イエスは人の救い主。」 


